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ジャン・パウルにおける比喩の諸相
──『見えないロッジ』を中心に──
嶋㟢　順子
1.
　ホーフ近郊のシュヴァルツェンバッハなどで家庭教師をしながら糊口を凌い
でいた無名の諷刺作家ヨーハン・パウル・フリードリヒ・リヒターは，29 歳
の誕生日を目前に控えた 1791 年 3 月 12 日，最初の短編小説である『アウェ
ンタールでご満悦だったマリーア・ヴッツ先生の生涯』（Leben des vergnügten 
Schulmeisterlein Maria Wutz in Auenthal，以下『ヴッツ』と略す）1) の初稿を完成す
ると，その三日後には最初の長編小説に取りかかった。執筆は，『ヴッツ』の改
稿などをはさんで約一年にわたって続けられ，翌年の 2 月末には作品の大まかな
形が完成した。リヒターは出来上がった原稿をまず友人クリスティアン・オットー
に見せ，その助言や批判をもとに推敲を重ねたのち，1792 年 6 月 7 日，完成稿を『ア
ントン・ライザー』や『アンドレアス・ハルトクノップフ』の作者としてかねて
から敬愛していたカール・フィリップ・モーリッツに，出版業者への紹介を請う
依頼状を添えて送った。モーリッツは，見知らぬ人物から突然届いた原稿に深い
感銘を受け，義兄であるベルリンの出版業者マッツドルフへの仲介の労を快く引
き受けた。こうしてリヒターの「ロマンの初子」（S. 14）2) は，『見えないロッジ，
ある伝記，ミイラたち』（Die unsichtbare Loge. Eine Lebensbeschreibung. Mumien，
以下『ロッジ』と略す）という表題のもと，『ヴッツ』を付録としてその巻末に
収める形で，1793 年 3 月に出版された。この出版に際して用いられたのが，ヨー
ハン・パウルをフランス語風に読み替えたジャン・パウルという筆名である3)。
ライプツィヒ大学を中退し 19 歳で作家を志してから，すでに 10 年の歳月が流れ
1) 邦題は，鈴木武樹訳『ジャン・パウル文学全集２　見えないロッジ・第二部』（創
土社刊，1976 年）に従った。
2) ジャン・パウルからの引用は次のテクストに拠る。Jean Paul: Sämtliche Werke. 1. 
Abteilung. 1. Band. Die unsichtbare Loge. Hesperus. Herausgegeben von Norbert Miller. 
Nachwort von Walter Höllerer. München 1970.　また訳出に際しては鈴木武樹訳『ジャ
ン・パウル文学全集１　見えないロッジ・第一部』（1975 年），『ジャン・パウル
文学全集２　見えないロッジ・第二部』（1976 年）を参照した。
3) 『ロッジ』の成立史に関しては，Jean Pauls sämtliche Werke. Historisch=kritische 
Ausgabe. 1. Abteilung. 2. Band. Die unsichtbare Loge. Herausgegeben von Eduard 
Berend. Weimar 1927 に収められた編者ベーレントによる序文を参照。
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ていた。
　『ロッジ』で小説家に転じるまで，ジャン・パウルは，小説を書くことを自ら
に固く禁じ，諷刺の執筆，彼の言葉にしたがえば「諷刺製酢工場」（S. 15）での
作業に専念し続けた。彼は，『ロッジ』の第二版への序言（1821）で，この時期
のことを「ホラーティウスの九年」（S. 15）4) と呼び，自分の内部で小説執筆の機
が熟するのに要した歳月として位置づけている。このような驚嘆に値する，彼の
禁欲的姿勢に大きな影響を与えたのは，当時のドイツ小説に対してリヒテンベル
クが加えた批判であった。リヒテンベルクは 1780 年，『ゲッティンゲン学術文芸
誌 Göttingisches Magazin der Wissenschaften und Literatur』に掲載した論文「世界図
絵の提案」5) において，ドイツ小説の浅薄さの原因を人間に関する知識の乏しさに
求めている。その結果，彼らは自分たちの知識不足・経験不足を補おうとして，
誰にでもわかるような，お涙頂戴式の恋愛話に安易に手を伸ばしてしまうため，
「暖かい心と空っぽの頭の結婚」6) というお粗末な代物が出来てしまうのだとリヒ
テンベルクは言う。ジャン・パウルが，ホーフのギムナジウムを卒業した 18 歳
の冬，ゲーテの『ヴェルター』やその亜流的作品であるミラーの『ジークヴァル
ト』の強い影響を受けて書いた書簡体小説『アベラールとエロイーズ』（1781）
は，リヒテンベルクが批判する通りの，若者の曖昧模糊とした感情が先走るばか
りで内容的には新鮮味のないものだった。この習作によって自らの欠点を自覚し
たジャン・パウルは，「どんな人間の秘め事をも明瞭かつ洗練された言葉で語る
ことができない者は，長編小説あるいは演劇に手を染めるべきではない」7) という
リヒテンベルクの言葉を真摯に受け止め，自分の感情を封印し，諷刺の執筆を将
来の小説のための修練の場として選んだのだった。
　だが，こうした長い醸成期間を経て生み出されたジャン・パウルの小説は，わ
れわれが今日，「小説」という言葉を聞いて，最初に思い浮かべるようなものと
はだいぶ趣を異にしている。『ロッジ』は作者がのちに「生まれながらの廃墟」（S. 
13）と読んだように，第二巻で中断し，未完のままに残されたが，その後のジャン・
パウル小説を構成する基本要素の多くを萌芽として含んでいる。形式的な面から
見てその特徴は，まず第一に，作者と同名の架空の作者であるジャン・パウルが
4) 「ホラーティウスの九年」については『詩論』の次の箇所を参照。「けれども，将
来あなたが何かを書いたなら，まずそれを批評家のマエキウスと父上とわたしに
読んで聞かせてから，原稿を家の奥深くしまい，九年目まで待つこと。まだ発表
していないものは破り捨てることができるが，言葉はいったん放たれるとあと戻
りができない。」（岡道男訳，岩波文庫『アリストテレース詩学・ホラーティウス
詩論』，252 頁）
5) Georg Christoph Lichtenberg: Vorschlag zu einem orbis pictus für deutsche dramatische 
Schriftsteller, Romanen-Dichter  und Schauspieler nebst einigen Beiträgen dazu. In: Georg 
Christoph Lichtenberg. Aphorismen. Schriften. Briefe. Herausgegeben von Wolfgang 
Promies in Zusammenarbeit mit Barbara Promies. München 1974, S. 308-316.
6) Ebd. S. 310.
7) Ebd. S. 315.
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登場し，主人公の伝記を語るという体裁を取ることにある。架空の作者ジャン・
パウルは，物語全体に精通する万能の語り手である一方，中立的な第三者ではな
く，個人的な意見や感想を述べたり，時には物語に直接関係のない諷刺や逸話を
差し挟んだりするのみならず，『ロッジ』や二作目の長編『宵の明星』（1795 年
出版）では，登場人物の一人として活躍したりもする。このような語り手の存在
は，『ジーベンケース』（1796 年出版），『巨人』（1800-1803 年出版），『生意気盛り』
（1804-1805 年出版）では後景に退くが，最後の長編『彗星』（1820-1822 年出版）
では語り手は再び登場人物の一人として物語に現れる。架空の作者が導入される
ことによって，ジャン・パウル小説においては，「何が語られるか」だけでなく，
「いかに語られるか」が小説の前面に押し出される。これと関連して，第二の特
徴として挙げられるのが比喩表現の多用である。ジャン・パウルに対する評価は，
ゲーテの諷刺詩「ローマの中国人」8) とゲオルゲのジャン・パウル頌9) にその両極
の典型が見て取れるが，両者ともジャン・パウルの比喩的な言語を評価の対象と
している点では共通している。研究史においては，コメレルがジャン・パウル文
学の核心はメタファーにあると指摘して以来10)，その比喩的な言語の研究は，近
年のジャン・パウル研究の主流を占めてきた。だが，その多くはジャン・パウル
の美学論を出発点にして，当時の神学や哲学，自然科学等との関連を問うもので
あり，作品中に用いられた比喩を具体的に扱う研究は少ない。そこで，本稿では
まず，『ロッジ』および『ヴッツ』に用いられた比喩表現を拾い出して分類し，ジャ
ン・パウルの比喩表現がどのような分野に由来する事物や語句を土台にしている
か調べる。このような分類作業によって類似した表現を比較検討し，整理するこ
8) 『宵の明星』の成功で一躍有名になったジャン・パウルは，1796 年 6 月シャルロッ
テ・フォン・コルプの招きでヴァイマルを訪問した。約一ヶ月に及ぶこの滞在中，
ジャン・パウルは詩人として敬愛していたゲーテとシラーに面会している。だが
この面会は，ジャン・パウルの側では偉大な詩人の人間的な一面を垣間見たことに
よって幻滅をもたらし，ヴァイマルの二人の巨匠の側では，この新進作家に対して
最初から抱いていた違和感を決定づける結果となった。この頃，ゲーテは「ローマ
の中国人」と題する諷刺詩を著し，ジャン・パウルの過度に装飾的な文体を当時流
行していたシノワズリーになぞらえて痛烈に揶揄した（Johann Wolfgang von Goethe 
Werke. Hamburger Ausgabe in 14 Bänden. Band 1. Gedichte und Epen I. Textkritsch 
durchgesehen und kommentiert von Erich Trunz, München 1998. S. 206.）。ゲーテとジャ
ン・パウルの関係については以下の文献を参照。Ludwig Fertig: Goethe und seine 
Zeitgenossen. Zwischen Annäherung und Rivalität. Frankfurt am Main 1999. S. 166-217. 
Jochen Golz: ›Der Chinese in Rom‹ — Jean Paul und die Weimarer Klassiker. In: Jahrbuch 
der Jean Paul Gesellschaft. 2007. S. 3-21.
9) シュテファン・ゲオルゲは，1896 年 3 月，自身が主宰する文芸誌『芸術草紙』に
「ジャン・パウル頌 Lobrede auf Jean Paul」を発表したのち，1900 年にはジャン・
パウル作品からのアンソロジーである『ドイツ文学，ジャン・パウル──彼を崇
敬する人たちのための時禱書』（Deutsche Dichtung. Jean Paul. Ein Stundenbuch für 
seine Verehrer.）を刊行し，すでに忘れられた作家であったジャン・パウルに再び
照明を当て，再評価の道を拓いた。
10) Max Kommerell: Jean Paul. 5., durchgesehene Auflage, Frankfurt am Main 1977, S. 18. 
コメレルは，比喩を「ジャン・パウルの詩的形成物の最小の細胞」にして「短縮
された哲学」とし，「その自然理解の雛型」であると述べている。
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とは，その晦渋さのために読者を戸惑わせる彼の文章を読み解く一助になると考
えるからである。次に，ジャン・パウルが素材である事物や語句を想像力によっ
て比喩に変身させ，それをどんな場面で，何を表現するために用いているのか考
察し，その比喩表現に見られる特徴を明らかにしたい。
2.
　現在，長編『ロッジ』は，全二巻からなる小説本体の前に置かれた三つの序言，
すなわち 1825 年にライマー版全集の刊行に際して書かれた読者への謝辞，第二
版への序言，第一版への序言および巻末に付録として添えられた短編『ヴッツ』
を合わせて，ハンザー版で 456 頁からなる作品である。そのうち，何らかの比喩
表現が用いられていない頁は皆無と言えるほど，小説は比喩に埋め尽くされてい
る11)。
　『ロッジ』から拾い出した比喩表現を，その素材となった事柄や語句がどんな
領域に由来するかに基づいて大別していくと，およそ次の 21 個の分類項目を立
てることができる。なお，「隠喩」あるいは「暗喩」と呼ばれる狭義のメタファー
だけでなく，直喩も含めた広い意味での比喩表現を分類の対象とした。
　1）キリスト教　2）神話　3）歴史，地理，風俗　4）数学，哲学，論理学，解
剖学などの専門用語　5）身体　6）法律，政治　7）自然　8）自然科学　9）道具・
機械　10）建築　11）絵画，彫刻　12）音楽　13）演劇，文芸　14）貨幣・商業
15）戦争，軍隊　16）狩猟　17）籤　18）船，気球　19）衣服　20）牢獄　21）墓，
死　22）その他
　1）には聖書を中心に，キリスト教に関連する語句が含まれる。2）はギリシア・
ローマ神話を中心とするが，エジプトや北欧の神話への言及もある。3）はジャン・
パウル作品における直喩表現の代表的な源泉であり，古代ギリシア・ローマを中
心に，古代ドイツ，イギリス，オランダ，フランス，アメリカ，インド，中国な
ど各地の歴史や風俗に関する逸話を含む。5）は身体に関連する表現をまとめた
もので，病気や傷，治療や薬の他，味覚などの五感，食物などを含む。7）は最
11) 小説全体が比喩であふれているだけに，登場人物の一人である宮廷作家フォン・
エーフェルが，シェーラウ侯の命でその愛人フォン・ブーズ弁理公使夫人の誕生
日のためにつくった芝居の粗筋，「エーフェル的な植物の薄い煎じ汁」（S. 326）
が紹介される一頁余りに比喩がほとんど使用されていないことは興味深い。
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も範囲が広いグループで12)，さらに，動物（猫，ビーバー，ラクダ，熊，猿，モグラ，
蛇，ザリガニ，カエル，イモリ，クラゲ，カタツムリなど），鳥（ナイチンゲール，
鷹，オウム，ハチドリ，鳩，羽，翼，孵化），虫（蜂，滴虫類，蟻，ハエ，毛虫，
バッタ，ノミ，クワガタ，蝶，蛾，クモなど），植物（木，花，果実，園芸），山，
川，海，沼，土，島，谷，石，火，風・嵐，雷，雲，靄，霧，雨，露，霜，雪，
氷，虹，朝焼け・夕焼け，一日，四季，明暗（光，影）などに細別することがで
きる。8）には，天体・天文学，電気，化学，磁気・磁石，鉱山・鉱物などが，9）
には，時計，梃子，ポンプなどの一般的な道具ならびに，自然科学に関連する道
具類，避雷針，鏡・望遠鏡などの光学機器などが属する。19）には「衣服」の他，
「覆い」に関連する語句が含まれる。22）の「その他」には，『ロッジ』での使用
頻度が少ないため，現段階では分類項目を立てることが難しい多数の比喩表現が
含まれている。上記の分類項目は仮のものであるのは言うまでもない。今後，分
類作業を他の作品に広げていくことによって，項目の数が増えることや項目の再
編成が必要になることが容易に予想される。しかしながら，上の便宜的な分類か
らも，ジャン・パウルの比喩の素材が実に多岐にわたっていることは十分に読み
取れるだろう。
3.
　前章で提示した分類項目に基づいて，本章では作品からジャン・パウルに特徴
的だと思われる比喩をいくつか選んで，彼がそれをどんな場面で用いているか，
具体的に見ていくことにする。
①「われわれはそろって外へ出て，小さな人工の丘に登り，これから大洋
を越えてアメリカに船出する太陽を，階段のところまで見送った。」（S. 
407） 
　引用の①は，前章で 3）に挙げた「歴史，地理，風俗」の項目中，「アメリカ」
12) エッセルボルンは，ジャン・パウルの比喩表現の素材として自然に関する知識が
圧倒的優勢を占めていることを指摘し，その理由を次のように述べている。「ジャ
ン・パウルの目から見て自然に関する知識の利点は，啓蒙主義の思想によって根
拠づけられる。自然は一貫した，時間を超越して妥当する秩序の王国である。神
に保証されたその法則性から，自然が善であり美しく，人間社会の対立物として
人間の肯定的感情を呼び起こし，規範にかなった倫理的行動へと促すことができ
るという帰結が生じる。つまり自然についての知識は，自然環境の把握に寄与す
るだけでなく，人間の精神的・情緒的世界の展開に貢献するのである。さらにま
た自然の比喩性は，機知的・諷刺的使用にも感傷的・感情的使用にも適しており，
あらゆる要求に応じて役割を果たすことができるのである。」Hans Esselborn: Das 
Universum der Bilder. Die Naturwissenschaft in den Schriften Jean Pauls. Tübingen 1989, 
S. 55.
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が用いられた例である。ここでは太陽が擬人化され，日没が「アメリカへの船
出」に喩えられている。類似した表現としては，主人公であるグスタフが，「精
霊」と呼ばれる養育者の青年と一緒に二歳から十歳までの幼年期を過ごす地下室
を「地下のアメリカ」（S. 56）に喩える例がある。この表現は，「精霊」が地下室
では地上と昼夜を逆転させて，地上が夜であるときは，地下室に灯りを点けてグ
スタフに昼だと思いこませ，反対に地上が昼であるときに子供を眠らせていたと
いう事情から導き出されたものである。二つの表現を比べてわかるのは，「アメ
リカ」という語には，この世界の日没が別の世界の夜明けになるということが含
意されていることである。
②「死よ，お願いだから勘弁してくれ。わたしをカーテンの蔭の病床に
投げ込んで，血管を一本一本捜してはおまえの糸切りナイフでそれを
いのちから切り離したりなぞしないでくれ。そんなことにでもなれば，
わたしはいく晩ものあいだずっと，わたしを解剖するおまえの顔を見
ていなければならなくなる……」（S. 278）
　引用の②は，4）の分類項目に属する例である。『ロッジ』において「死」はさ
まざまな言い方で表現される。実った穂を刈り取る行為に喩えられたり（S. 31），
木を切り倒す行為に喩えられたり（S. 69），あるいは「花」に喩えられた魂を肉
体という「温床」から引き抜く行為（S. 461）として表現されることもある。ま
た別の箇所では「調弦」に喩えられたり（S. 30），地球から別の惑星に移ること
に喩えられたり（S. 437）もする。多くの場合，②の例と同様，擬人法が用いら
れる。②では徐々に体を蝕む病による死が，人体を解剖する医者の姿に重ねられ
る。同時に ,「糸切りナイフ Trennmesser」とは，縫い目をほどくためのナイフを
指すことから，「血管」は「糸」に，「肉体」は「服」に見立てられ，「魂から肉
体という服を剥ぐ」というもう一つのイメージに結びつく。これを受けて，続く
箇所では上記の表現が「おまえが長々とわたしの魂の服の生糸むしりをしている
あいだに」という表現に言い換えられることになる。
③「復讐の痛風結節や皮膚発疹が彼の口を歪めていなければ」（S. 37）
　引用の③は分類項目 5）からの例である。主人公の父フォン・ファルケンベル
ク騎兵大尉の復讐の怒りに歪む口もとを描くために，「痛風結節 Gichtknoten」や
「皮膚発疹 Hautausschläge」という聞き慣れない医学用語が用いられている。ジャ
ン・パウルは，精神的な苦痛や激しい感情の表出を表現するために，こうした身
体的表現を用いることを好む。「不安の刺し傷は，この刺し傷の化膿が進む痛み
に変わった」（S. 67），「胸焼け（Sodbrennen）みたいに噛みつく最大の憎悪」（S. 
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100），「彼には怪談に対する恐水病（Wasserscheu）があった」（S. 173），「恐怖の
硬直痙攣（der Tetanus der Angst）がグスタフの神経を捉えた」（S. 174）など，同
種の例は頻繁に現れる。また，こうした表現に対応して治療の比喩も多用される。
春のさわやかな空気を吸いこむことは「鉄治療 Stahlkur」（S. 52）に，涙は「痛
みを沈静する点滴剤」（S. 167）に，怒りは「悲しみのすぐれた下剤」（S. 292）
と表現される。
④「女性というものは，自己の内部で生活するよりもむしろ外部で生活す
るもので，その感覚的なカタツムリの魂は，色のついた肉体の殻の外
側を覆っているとすら言える。彼女は，触鬚や触角を体の中に引っこ
めるようなことは決してせず，どんなにかすかな風でもそれらで感じ
取り，小さな葉の一枚一枚にそれらを巻きつけて探るのだ。」（S. 263）
　上で挙げたのは，内向的な男性精神と感性的な女性精神とのあいだにある本質
的な相違が述べられる場面で，女性がカタツムリに喩えられる例である。人間を
動物や虫に喩え，滑稽味や不気味さを添えるこのような表現もまた，ジャン・パ
ウルが好んで用いる表現であり，彼の文体の特徴として挙げられるが，その際，
優勢を占めるのは哺乳動物を中心とする大型の動物よりも引用④のような小動物
や昆虫である13)。同種のものに，シェーラウの市民を困らせようとして，彼らに
は全く興味のない植物学の専門的な話をわざと事細かに解説するドクトル・フェ
ンクを描写する次のような例，「彼は毛虫の足を動かし，カタツムリの粘液を出
しながら，草の葉から葉へと，本の紙から紙へと這いすすんだ」（S. 97），ベアー
タを誘惑しようと彼女の部屋に忍びこむシェーラウ侯の姿をヒキガエルに喩え
る，「それはちょうど，ヒキガエルが腹ばいになって花壇の中へ押しいるのに似
ていた」（S. 349）という例や，将校の出立ちが全く似合わないエーフェルをハエ
に喩える「剣を腰につけたその姿はさながら串刺しにされハエのようだった」（S. 
182）などの例がある。引用④に類似した例をもう一つ挙げよう。「彼女の髪の毛
の一本一本が触鬚になって，彼女はまるで，彼にいたんだ神経を触られてでもい
るかのような気持ちになった。」（S. 245）　引用④では，外界に対する女性の敏感
さがカタツムリの「触鬚 Fühlfäden」や「触角 Fühlhörner」に喩えられていたが，
ここではシェーラウ侯に髪を触られたときのベアータの恐怖と嫌悪感が「触鬚」
という比喩によって簡潔に表現される14)。「触鬚」に似たものとして他に「クラ
13) 17 世紀から 18 世紀にかけて顕微鏡の発達によって，生物学の分野では小動物へ
の関心が増大した。エッセルボルンによれば，小動物に対するジャン・パウルの
愛好は当時の生物学の趨勢と軌を一にしている。a. a. O., S. 101.
14) シェイクスピアにはカタツムリの角を「感受性」や「やさしさ」を表すシンボル
として用いた例がある。（水之江有一編『シンボル事典』，北星堂書店，1980 年，
59 頁）
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ゲの腕 Plypenarme」がある。主要人物の一人オットマルが親友フェンクに宛てた
手紙の中で，自分の心を苛む決して満たされることのない無限の憧憬を告白する
くだりでこの比喩が用いられる。「音楽の呼びかけを聞くと，わたしの心臓の筋
繊維はみなばらばらにほぐれて，無数の吸着するクラゲの腕みたいに伸びて，憧
れに震えながら絡みつこうとするではないか──誰に，何に？」（S. 218）
⑤「彼はときどき，ちょうど蟻がその蛹たちを太陽の孵化する翼の下へ置
くように，この目を覆われて眠っている天使を新鮮な日光の中へ運び
上げた。」（S. 57）
　④で挙げた「触角」や「触鬚」と並んで，ジャン・パウルに独特な比喩と思わ
れるものの一つに「孵化」の比喩がある。⑤は，グスタフが養育係の青年「精霊」
と過ごした幼年時代からの一場面である。地下室での教育という奇妙な発想は，
ヘルンフート派信者であるグスタフの母方の祖母の意向によるものである。その
目的は，「自然の美と人間の歪みに鈍感にならないように」（S. 53）物心がつくま
で子供の目から外界を隠しておくためである。「精霊」はグスタフに外の世界の
存在を気づかれないよう用心のため目隠しをした上で，彼が眠ると，日光に当て
るため時折外へ出していた。眠る子供が「蛹」に，子供を抱く「精霊」が「蟻」に，
万物に生命力を与える太陽が卵を暖める「母鳥」に喩えられている。別の箇所で
は，グスタフの傷ついた心が「卵」に，彼を慰めて，その自尊心を回復させる親
友アマンドゥスが母鳥になぞらえられている。「グスタフは精神的な創傷熱にか
かっているように見えた。そして，それまでの出血のために冷えきった心をアマ
ンドゥスのもとへ運んで，友人の熱い胸でそれをまたじゅうぶんにぬくめ孵化し
ようとして……」（S. 194）
⑥「彼は，インドの樹木の多くがそうであるように，表面の棘や茨のつい
た葉の下にこよなく人を愛する心という柔らかで味のよい果実を秘め
ていた。」（S. 40）
　フモリストであるドクトル・フェンクの人となり，おどけた外見の奥に隠され
た彼の優しい心が紹介される場面で用いられる表現である。植物は，④，⑤で挙
げた動物や虫，および次の⑦で挙げる，霧，雲，雨などの自然現象とともに，最
も使用頻度の高い比喩である。健康で溌剌とした少年グスタフの姿は，「労苦も
情熱もまだ森槌15) をふるってこの美しい樹木に鋭い文字を打ち込んではおらず，
15) 「所有者の署名のついたハンマーで，伐採する木にはこの槌で前もってしるしを
つける。」（鈴木武樹訳『ジャン・パウル文学全集１　見えないロッジ・第一部』
の別冊，『見えないロッジ・第一部』への注，12 頁）
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彼の伐採を告げる死の宣告はまだ一つとして彼の皮に刻まれていなかった」（S. 
69）という表現で描写される。一方，生まれつき病弱な肉体と繊細すぎる心を持
つその友アマンドゥスは，「その病弱で脆弱な，ほんのり赤みを帯びたからだは，
魂のまわりを，ちょうど色の薄い薔薇の花びらがその中にいる小虫をくるむよう
に，くるんでいた」（S. 89）と描かれる。そのアマンドゥスが瀕死の状態にある
さまには，「彼は神経衰弱にかかっていて，そのために，生命力は一つのこらず，
まだ生きている樹皮から抜きだされてしまっていた──その樹皮には，土色の涸
れた葉をつけた枝よりほかには，緑なすものはもう何一つついていなかった」（S. 
183）という枯れ木のイメージが用いられる。この二人の親友の間に激しい葛藤
を生む源になる，ベアータの美しく成長した姿は，フェンクによって，「開きか
けている薔薇の花びら」（S. 156）に喩えられ，「その周囲には芳香の後光」（S. 
156）が漂っていると言われる。ベアータの描写には他の箇所でも繰り返し自然
の事物が用いられる。これに対し，宮廷に集う老女たちの顔には「年をとった，
おしろいの硝酸に塩漬けされた御婦人の顔」（S. 269）という滑稽な表現が用い
られ，若く美しいベアータとの違いが強調されている。また，宮廷社会に馴染めず，
一人，晩餐会を後にしたグスタフの姿は，花の比喩を用いて次のように表現され
る。「しかし，外に出ると，うなじを垂れていた花が，涼しい夜露を浴びてまた
身を起こした。」（S. 276）このように，植物の比喩は，主に小説中で最も年少の
登場人物たち，グスタフ，アマンドゥス，ベアータに対して用いられ，人為と欺
瞞の世界である宮廷社会に属する年長者たちとは対照的な，彼らの心身の自然的
な美しさを際立たせると同時に，過酷な現実に曝される彼らの存在の危うさを印
象づける。『ロッジ』には他に，満天の星を戴く夜を満開の木に喩える，次のよ
うな美しい表現もある。「鐘塔の猟笛の音は，星の花をいちめんに撒きちらした，
大きな梢みたいな，月のない広い夜の中へ流れ去っていった。」（S. 357）16)
⑦「おまえ，哀れな人間よ，おまえの子供時代の全体に魔法をかけてい
たあの柔らかい白い霧が落ちても，日光の中に長くとどまることはで
きない。落ちた霧が前よりも厚い雷雲となって，紺碧の空を下のほう
からぐるりと取りまきながらまた這いのぼってくるからだ。それで，
青年の真昼には，おまえはおまえの情熱の稲妻と落雷の下に立つこと
になる──そして晩になってもおまえの引き裂かれた天はまだ雨を降
らせつづけるのだ。」（S. 81）
　⑦に類似した表現は，人間の一生を示す定型的な表現として作品に頻出する。
16) エッセルボルンは，「美しい地上的なものについての学問」である植物学と「崇
高な天上的なものについての学問」である天文学のあいだにある補完関係を指摘
している。Esselborn: a. a. O., S. 110.
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人間の目を覆い隠す「霧」，「雲」，「靄」は地上における人間の限界を，「嵐」や
「落雷」は，心の平安を奪う激しい感情や過酷な運命を，涙を連想させる「雨」
や「露」は人間存在の悲哀を表す。語り手にとってこの人生は「むなしい雨のそ
ぼふる人生」（S. 126）であり，地球は「雲に覆われた雨の玉」（S. 224），「嵐の玉」
（S. 453）であり，「地球の重い大気 der schwere Dunstkreis der Erde」（S. 30） は人
間の胸を陥没させる。『ロッジ』で「高人」と呼ばれる，グスタフを始めとする
主要人物たちは，この人間の限界を知った上でそれを乗り越えようとする人々で
あり，その眼差しは「雲の彼方」の「覆われていない天」へと向けられる。そし
て語り手ジャン・パウルは文学をギリシア神話と聖書に由来する二つの山に喩え
て次のように言う。「ムーサたちの山はありとあらゆる雲の上に聳える最高峰と
してわたしたちに天をも地をもひときわ明るく見えるようにして，わたしたちに
星座と花盛りの谷底とを同時に近づけてくれるべきであり，水中でもがいている
難破した人類のためのアララテ山であるべきだ。」（S. 20）『ヴッツ』は，ヴッツ
先生の死を看取った語り手ジャン・パウルがアウェンタールの村を見おろす山に
登る場面で終わる。語り手がそこで目にするのは，「煙を吐いている家々に混じっ
て，あの喪家だけは雲に囲まれずに（unbewölket）立っている」（S. 461）眺め，
すなわち，生と死が隣り合わせに存在する光景である。煮炊きをするために上が
る煙が「雲」に喩えられることによって，ここでもジャン・パウルは一貫して人
間のあり方を「覆われた状態」というイメージの連関の中でとらえていることが
わかる。
⑧「ふたりは，遠く離れた二つの天球の上に立って，深淵をあいだに挿ん
で相手に寄りかかりあいながら，たがいのからだが離れてその天と天
とのあいだへ墜落しないよう，震える大地の上で抱きあっていた。」（S. 
143）
　十二歳になったグスタフは最初の聖体拝領を受ける。その晩，彼は幼なじみの
少女レギーナと初めての口づけをかわす。引用⑧では，幼い少年少女のぎこちな
さと初々しさ，そしてグスタフの母エルネスティーネに不意を打たれて，苦い結
末を迎える彼らの淡い恋が，「天体」の比喩で表現されている。天体の比喩は，グ
スタフとベアータが互いの好意を確認する次の場面でも現れる。「ふたりの目は見
ひらいて，ふいに，ちょうど昇りかけている満月が沈みかけている太陽に向かう
みたいに，おたがいに向かいあって立って，おたがいに相手の中へ沈みこんだ。
そして，ふたりの魂はこの筆舌に尽くしがたい愛の一瞬に知ったのだった，おた
がいに相手を──求めていることを。」（S. 268）
⑨「というのも侯爵と失神女との顔が，まるで硝酸（Salpetersäure）と塩
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みたいに，彼の心をまるでつららに変えてしまったからだ。」（S. 335）
　上に挙げた④，⑤の動物や虫，⑥の植物，⑦の自然現象，⑧の天体の比喩の他，
⑨のような自然科学的な比喩もまた，ジャン・パウルに特徴的である。エーフェ
ルがフォン・ブーズ弁理公使夫人のためにつくった芝居に出演することになった
グスタフは，共演者であるシェーラウ侯や「失神女」というあだ名を持つ宰相夫
人の面前で，すっかり物怖じしてしまう。⑨では，こうしたグスタフの心理状態
が化学反応に喩えられている。同種の例に，「運命は，わたしがグスタフと同じよ
うな場面の──あるいはただそのような場面を描写するというだけの──喜びの
油（Freudenöl）17) に浸っていると，いつも決まってわたしを塩水か硫酸（Vitriolöle）
の中へ浸すのだ」（S. 144）や地球を「墓地の石塀」に，人間を「その壁に付着し
てとつぜん燃えて消える硝石（Salpeter）」（S. 357）に喩え，人間の死を化学反応
になぞらえる例などがある。
4.
　前章では，『ロッジ』で用いられている比喩表現の中から具体例を挙げて，ジャ
ン・パウルが用いる比喩の広がりの一端を示すとともに，こうした表現がどのよ
うな場面で使用されるかについて考察した。そこで，本章では別の角度からジャ
ン・パウルの比喩に見られる特徴的な傾向について考えたい。
⑩「彼がこの燔祭（Abendopfer）の供物を彼女に手渡すことに成功すると，
彼の動脈組織の動脈の一本一本が恍惚として鼓動する心臓になった（と
いうのは，彼にとって愛の言葉と愛の喜びとは与えることであったか
らだ）。」（S. 80）
　グスタフは，地下室から地上に戻された直後，ある誘拐事件に巻きこまれる。
事件が解決したのち，両親はグスタフが館の敷地内から出ないように，羊飼いの
少女レギーナを遊び相手としてつける。引用の⑩はグスタフが，そのようにして
一緒に午後を過ごすようになった少女に，夕方別れ際に焼き菓子をあげようとす
る場面の一節である。「燔祭の供物」と訳した „Abendopfer“ とは „Brandopfer“ の
17) 「詩篇」45 の 8，「神に従うことを愛し，逆らうことを憎むあなたに神，あなたの
神は油を注がれた / 喜びの油を，あなたに結ばれた人々の前で」および「イザヤ書」
61 の 3，「シオンのゆえに嘆いている人々に / 灰に代えて冠をかぶらせ / 嘆きに
代えて喜びの香油を / 暗い心に代えて讃美の衣をまとわせるために」（新共同訳
聖書）を参照。
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ことで，旧約聖書に由来する言葉であり，共同訳聖書では「焼き尽くす捧げ物」18)
と訳されている。ここでは，夕方という時間設定と焼かれてつくられたものとい
う比較的弱い関連性が「焼き菓子」を「燔祭の供物」に結びつける役割を果たし
ている。だが，最も読み手の目を惹くのは，聖書に由来する言葉が子供同士のた
わいない場面に用いられていることから生じるギャップ，言葉とそれが指す事柄
とのあいだにある隔たりではなかろうか。もちろんこのような大仰な表現は，こ
の場面にある種の滑稽さを添えるのに一役買っている。しかしその一方で，この
言葉には，好きな相手にただ何かを与えるだけで心が喜びで満たされる無垢な子
供時代を神聖なものと見る語り手の姿勢が明瞭に示されている。
　このように，『ロッジ』には日常的で些細な事柄を大袈裟な身ぶりで表現する
誇張法的表現が多く見られる。その際，比喩の材料として用いられるものに，上
で挙げた聖書の他，法律に関連する語がある。聖書も法律も権威性を帯びてい
るという点で共通している。例をいくつか引いてみる。「王手詰めになる，ある
いは惚れこむということは，女性の衣服規定法（Kleiderordnung）19) によって彼女
に禁止されていた」（S. 36），「夫というのは，自分のくだした帝国大審院の判決
（Reichskammergericht-Erkenntnisse）や平民決議（Plebiszita）を……」（S. 45），「わ
たしの言葉はそのことごとくが平日説教になり，わたしの顔つきはそのことごと
くが法律告知版になることができるのだった。」（S. 124） 引用の⑩の場合とは異
なり，法律の比喩は命令する者とされる者との間柄を強調するために用いられて
おり，男女あるいは，教師と生徒のあいだに横たわる抑圧的な支配関係を浮かび
上がらせる働きをしている。同種の比喩に，エルネスティーネとその求婚者フォ
ン・ファルケンベルク騎兵大尉，ベアータとその誘惑者であるエーフェルおよび
シェーラウ侯との関係について主に用いられる戦争の比喩がある。一例を挙げる。
「彼は，自分には明るく見えるように照明弾を，彼女には暗くて見えなくなるよう
に煙弾を彼女の中に撃ちこんで，自分の未来の征服記念メダルのための刻印をも
うあらかじめ彫っているのだ。」（S. 160 f.）だが，戦争の比喩はいつも否定的な含
みを持っているというわけではない。『ヴッツ』には，年老いたヴッツ先生が子供
時代を回想する場面で，父親の足を「胸壁」になぞらえる次のような比喩がある。
「またあのころは，やはりきょうだいたちといっしょに，目を手で押さえて胸壁が
わりの父親の両足のあいだから（zwischen den Brustwehr-Schenkeln des Vaters），樹
脂蠟燭がやがてまばゆくともされるのを待ちかまえたものだった……」（S. 424）
この場面は，『ヴッツ』でヴッツの父親について言及される数少ない箇所の一つで
18) 「申命記」12 の 6 ～ 7，「焼き尽くす捧げ物，いけにえ，十分の一の捧げ物，収穫
物の献納物，満願の捧げ物，随意の捧げ物，牛や羊の初子などをそこに携えて行き，
あなたたちの神，主の御前で家族とともに食べ，あたなたちの手の働きをすべて
喜び祝いなさい」（新共同訳聖書）を参照。
19) 「衣服の使用を階級別に規制した法律」を指す。（鈴木武樹訳『ジャン・パウル文
学全集１　見えないロッジ・第一部』の別冊，『見えないロッジ・第一部』への注，
6 頁）
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ある。「太股」と「胸」の取り合わせがおかしみを誘う一方で，他の一切の身体部
位を捨象して「太股」だけに焦点を絞ったこの簡潔な表現によって，夕食を待ち
ながら無邪気に遊びに興じる子供たちのささやかな幸福を保証する父の存在の大
きさが印象的に伝えられる。
⑪「繊細な感情の持ち主というのは，他人のちょっとした必要にたいする
ある種の優しい心づかいによって，他人のこのうえなく仄かな願望を
察知することによって，自分の願望をたえず犠牲にすることによって
ひとを魅了するものである。そうした好意の絹の織物は，大げさな親
切の肌に食いこむ愛の綱よりもしっかりと優しくわたしたちの心を包
みこむのである。」（S. 95）
　相手に気づかれないよう心を砕く優しい気配りと相手に負担をかけてしまう大
きな親切とが，心を優しく包む「絹織物 seidenes Geflecht 」と「肌に食いこむ愛
の綱 das schneidende Liebeseil 」との対比で表現される。その際，この二つの比喩
は「気配り」や「大きな親切」という抽象的な概念に具象性や身体性を付与する
働きをしている。ジャン・パウルの比喩にはこのタイプが非常に多い。前章で挙
げた傷や病気の比喩はその代表である。このグループからもう一例挙げよう。「だ
が，女性たちよ，男というものに，自分の粗野な，武器のために硬化した指がお
まえたちの柔らかな神経につくってしまう紫斑や骨折のことが想像できるだろ
うか……」（S. 167 f.）妻に対する夫の精神的・心理的暴力が，「紫斑」や「骨折」
という比喩によって身体的なものとして，いわば皮膚感覚を通じて伝えられる表
現である。上の引用⑩の後半部，「彼の動脈組織の動脈の一本一本が恍惚として
鼓動する心臓になった」という誇張法的表現も，このような皮膚感覚による理解
を促す同種の表現に数え入れられる。これに関連して，『ロッジ』には印象的な
場面がある。アマンドゥスの死後，父親であるドクトル・フェンクとグスタフは
悲しみを紛らわせるため一緒に数日の旅に出る。旅からの帰途，ルーエシュタッ
トの教会で二人は思いがけず前シェーラウ侯の庶子オットマルの葬儀に遭遇す
る。ドクトル・フェンクとオットマルは，親友だったが，一別以来すでに長い歳
月が経っていた。会葬者が立ち去るとフェンクは友の亡骸に歩みより，その手に
触れる。「だが，彼がその手に，むかし握手するときによく感じたいぼが二つあ
るのをまた見つけると，痛みはヴェールを纏った過去の姿をとった。ミラノが花
盛りの葡萄山や栗の木の梢やそれらのあいだで過ごした美しい日々を引きつれて
通りすぎてゆき，もはやそれらのものをなにひとつ持たないこの二人の人間を悲
しげに見つめた。」（S. 293）友を失った痛みは，その体に触れるという行為を通
して，初めてフェンクの胸に一緒に過ごした青春時代の思い出とともに湧き上が
る。『ロッジ』においてもまた他のジャン・パウル作品においても，圧倒的に多
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いのは「見る」行為である。対象とのあいだに距離を取る視覚の優位は，精神を
身体の上に置く近代精神一般に見られる特徴であるが，とりわけジャン・パウル
においては，「暗い人間の肉体がその高次の母国とのあいだに立ちはだかってい
る，壁に囲まれた人間の精神のように」（S. 31）や「わたしたちの沈黙した心が
胸の格子の奥で寂しく横たわっているときには」（S. 60）のような，肉体を牢獄に，
魂を囚人に喩える表現によって裏づけられるように，プラトン的な精神主義への
強い傾向がある。そうした文脈の中で，「触覚」を通じて痛みが喚起される上に
挙げたフェンクの場面は，特筆すべき箇所であり，ジャン・パウルにおける身体
性の問題を考える上で重要な出発点になると思われる。
⑫「ついには，彼の重荷を負わされたみたいな足どりの目が一羽の蝶の白
いつばさに運ばれ，その蝶が花々の上を音もなく孤独に波うちながら，
幅の広い緑いろの葉に，ちょうど薔薇型の耳飾りのように，銀色に光
りながら垂れさがったとき……」（S. 63）
　グスタフは十歳の誕生日を迎えた六月一日の早朝，地上に戻される。彼が生ま
れて初めて目にする壮麗な日の出の情景は 11 個の als に導かれた副文と，それを
受ける三つの主文からなる長大な綜合文で描かれる。引用の⑫はその最後の als
文である。ここで，生命に満ちあふれるまばゆい地上の美しさに圧倒され，戸惑
うグスタフの姿を浮かび上がらせるために，「彼の重荷を負わされたみたいな足
どりの目 sein belastet-gehendes Auge」という表現が用いられており，「目」が重い
荷物を背負ってよろめきながら歩く人の姿になぞらえられている。レトリックで
いうところの擬人法とは「抽象物，無生物，動植物，つまり人間でないものを人
間に見立てる文彩」20) であるので，身体の一部位である目を一個の人間に見立て
る⑫のような例を擬人法と呼べるかどうか判断に迷うが，この一種の擬人法的表
現は，本来，五感の中で最も身体性が希薄な視覚に物質性や身体性を与えるため
に用いられていると考えられる。
⑬「彼が顔を燃え立たせて，至福のあまりに胸を破裂させんばかりにして，
彼女の涙をぬぐい取ろうと，ちょうど恍惚が美徳に寄りかかるみたい
に，地上で最も美しい者に身を添わせて，自分の顔で彼女の顔に触れ
ると……」（S. 413）
　ベアータと愛を誓ったにもかかわらず，フォン・ブーズ弁理公使夫人のための
芝居が宮廷で上演された夜，ふとした偶然から夫人と二人きりになったグスタフ
は彼女と関係を持ってしまう。罪悪感に苦しむグスタフは一度はベアータに別れ
20) 野内良三『レトリック辞典』，国書刊行会，2003 年（初版第三刷），93 頁。
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を告げるが，湯治場リーリエンバートでグスタフに再会したベアータは彼を許す。
引用の⑬は和解したふたりが口づけをかわす場面である。ふたりの抱擁は，「ちょ
うど恍惚が美徳に寄りかかるみたいに sich...wie eine Entzückung nach der Tugend 
neigte 」という抽象的概念を用いた直喩で表現されている。同種の表現は，ふた
りが最初の口づけをかわす直前の場面でも用いられている。「彼は彼女の手を，
善人が美徳を握りしめるのと同じくらいしっかりと握りしめた。Ihre Hand hielt er 
so fest wie der Gute die Tugend.」（S. 298）このような抽象的な比喩によって，抱擁
や手を握るという，元来，最も身体的であるはずの行為から，肝心の身体性が剥
奪されてしまう。ここでは，上の⑪，⑫で考察した，精神的・心理的事柄ないし
は抽象的な概念に具象性，身体性を付与するのとは逆の，身体的な行為から身体
性を奪い，精神性を付与するというベクトルが働いている。
　これまで，ジャン・パウルの比喩表現の多様性やその特徴について見てきたが，
最後に比喩が比喩でなくなるという例を挙げたいと思う。
⑭「人間を草食動物の序列に加える歯，つまり門歯は，それ自身象牙でで
きていたので，それだけいっそう象牙のように白かった 」（S. 337 f.）
　エーフェルの愛人である宰相夫人は，容色の衰えを隠すため，あらゆる人為の
手を尽くして美しさの外見を保っている。引用の⑭は，語り手が夫人の人工美を
構成するパーツを一つ一つ分解していく場面の一節である。夫人の歯が「象牙の
ように白い」のは，それが象牙でできた入れ歯だからである。比喩として用いら
れているかに見えた表現が，一転して実質を指すことによって，この場面には滑
稽さを通り越して不気味な雰囲気が醸し出される。ここでは，比喩は比喩でなく
なることで，表面の背後に隠されたグロテスクな真実を暴く働きをしている。
　ジャン・パウルにおいては，3 章で挙げた引用の②で血管が糸に見立てられ，
身体が衣服に喩えられる一方，「死は彼の揺れ動く生の最後の繊維根をずたずた
にした」（S. 216）などの比喩によって，身体は木に喩えられる。また，魂を覆う
衣服は霧や靄，あるいは牢獄の比喩へと結びついていく。このように，2 章で項
目別に分類した比喩群は，単に単独で用いられるだけでなく，互いに関連しあい
ながら，ジャン・パウルの作品に一定の枠組みを与え，この枠組みが一見すると
無形式に思われる彼の小説を束ねる働きを担っていると考えられる。今後はさら
に，この比喩が形づくる連関の全体像を解き明かし，ジャン・パウルにおける比
喩と小説との関係について考察を深めていきたいと思う。
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Einige Aspekte der bildlichen Sprache
in Jean Pauls Unsichtbarer Loge 
Junko Shimazaki
Im März 1791, kurz vor seinem neunundzwanzigsten Geburtstag, machte sich 
Jean Paul an die Arbeit an seinem ersten Roman, nachdem er sich neun Jahre lang 
ausschließlich mit Satiren beschäftigt hatte. Dieser Roman kam im Juni 1792 
zustande und erschien dann, Die unsichtbare Loge betitelt, im Frühjahr 1793 mit der 
vor dem Roman entstandenen kleinen Erzählung Leben des Schulmeisterlein Maria 
Wutz in Auenthal. Obwohl dieser erste Roman Jean Pauls unvollendet bleibt, befin-
den sich schon darin fast alle Elemente, die für seine nachfolgenden Werke eine 
ausschlaggebende Bedeutung haben. Eines davon ist seine von Bildern strotzende 
Sprache.
Die vorliegende Arbeit ist ein Versuch, anhand des ersten Romans von Jean Paul 
herauszufinden, was für Dinge und Sachen ihm als Stoffe in seiner bildlichen Spra-
che zur Verfügung stehen, in welcher Art er diese Stoffe mittels seiner Einbildungs-
kraft zu dichterischen Bildern verwandelt und für welche Szenen er sie einsetzt. 
Die Bilder, die in der unsichtbaren Loge wiederholt auftreten, lassen sich in fol-
gende 21 Gruppen einteilen, je nachdem, aus welchem Bereich ihre Stoffe stammen: 
1) christliche Religion (darunter besonders die Bibel), 2) Mythos, 3) Geschichte und 
Sitten verschiedener Regionen (das alte Griechenland und Rom, das alte Deutsch-
land, England, Holland, Frankreich, Amerika, Indien, China usw.), 4) Terminologie 
der theoretischen Wissenschaften (Mathematik, Philosophie, Logik usw.), 5) das, 
was sich auf den menschlichen Körper bezieht (darunter besonders Krankheit, Heil-
mittel, Essen), 6) Gesetz und Politik, 7) das, was sich auf die Natur bezieht, speziell 
Biologie und Meteorologie (Tiere, Vögel, Insekten, Flügel, Fühlfaden und Fühlhorn, 
Brut, Pflanzen, Berg, Strom, Meer, Sumpf, Insel, Tal, Feuer, Wind, Gewitter, Blitz 
und Donner, Wolke, Dunst, Nebel, Regen, Tau, Frost, Schnee, Eis, Regenbogen, 
Morgen- und Abendröte, Jahreszeiten usw.), 8) angewandte Naturwissenschaften 
(Astronomie, Elektrizität, Chemie, Bergbau usw.), 9) Maschinen und Geräte (darun-
ter besonders Blitzableiter und optische Geräte wie das Brennglas), 10) Architekto-
nik, 11) Musik, 12) Gemälde und die bildende Kunst, 13) Theater, 14) Münzen, 15) 
Krieg und Waffen, 16) Jagd, 17) Lotto, 18) Schiffe, 19) Kleiderstücke, 20) Gefäng-
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nis, 21) Grab und Tod. Freilich ist diese Einteilung grob und unvollkommen, jedoch 
zeigt sich schon darin, aus was für einer Fülle von Quellen die Bildersprache Jean 
Pauls gespeist wird
Bei Jean Paul begegnet man häufig hyperbolischen Ausdrücken mit Wendungen 
und einem Wortschatz, der besonders aus der Bibel oder Rechtswisschenschaft her-
kommt. Im 7. Sektor etwa wird der Kuchen, den der kleine Gustav seiner Mitspie-
lerin Regina schenken will, mit dem „Abendopfer“ verglichen. Dieses auf das Alte 
Testament zurückgehende Wort hat in dieser Szene die Rolle, den Leser von der 
Unschuld und selbstlosen Liebe des Kindes beeindruckt zu machen. Dagegen macht 
der rechtswisschenschaftliche Wortschatz den Leser auf das drückende Machtver-
hältnis zwischen Beherrschenden und Beherrschten mit Nachdruck aufmerksam, 
wie es zwischen Mann und Frau oder dem Lehrer und seinem Schüler vorliegt.
Jean Paul benutzt gern bildhafte Ausdrücke, um den geistigen Vorgängen und 
den psychischen Zuständen Anschaulichkeit und Körperlichkeit zu geben. Das Ent-
setzen und ablehnende Gefühl, womit die Romanheldin Beata die Gesellschaft des 
Fürsten erduldet, wird dadurch beschrieben, daß ihre von ihm berührten Haare mit 
Fühlfäden verglichen werden. An anderer Stelle kommen die Ausdrücke „Seelen-
Schwielen und Brüche“ vor, um die geistige und psychische Gewalt anschaulich zu 
machen, die ein Ehemann seiner Frau täglich antut. Aber auch eine ganze andere 
Richtung, die sich dieser konkretisierenden Veranschaulichung entgegensetzt, kann 
man bei Jean Paul erkennen. In den Liebesszenen zwischen Gustav und seiner 
Geliebten Beata stößt man auf folgende Wendungen, in denen abstrakte Begriffe als 
Gleichnis dienen: „ihre Hand hielt er so fest wie der Gute die Tugend“, oder „sich ... 
wie eine Entzückung nach der Tugend neigte“. Solche Ausdrücke haben die Funk-
tion, einem so äußerst körperlichen Vorgang wie dem Ergreifen der Hand oder der 
Umarmung gerade seine Körperlichkeit zu nehmen und ihm eine seelische Bedeu-
tung über die bloße physische Berührung hinaus zu geben.
